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ジナバドラのジーヴァ存在論証
―ガナダラヴァーダ第一章和訳研究⑵―

宇 野 智 行

Jinabhadra’s Demonstration of the Existence of jīva :
・A Study of the First Chapter of Ganadharavāda (2)

Tomoyuki UNO

序

本稿は，拙稿「ジナバドラのジーヴァ存在論証―ガナダラヴァーダ第一章和訳研究⑴―」（『ジャ
イナ教研究』第10号所収．宇野（智）［2004］．）に続いて，白衣派聖典注釈者ジナバドラ・ガニ（Jinab-

・ ・hadra Gani, 505-609 ca.）による『ヴィシェーシャーヴァシュヤカ・バーシャ』（Vísesāvásyakabhā-

・ ・sya）のガナダラヴァーダ第1章およびジナバドラ自身の自注（Svopajñavrtti）の和訳を提示する
ものである．ガナダラヴァーダには，バラモンであった11人のガナダラたちが祖師マハーヴィーラ
との問答を通じてジャイナ教に帰依して出家する物語をモティーフとして，様々な哲学的議論が盛
り込まれている．著者ジナバドラは，このガナダラ帰依を題材としつつ，様々な他学派との討論を
盛り込んでおり，聖典注釈である『ヴィシェーシャーヴァシュヤカ・バーシャ』の中で最も他宗教・
他学派を意識したセクションを構成している．ガナダラヴァーダ第1章は，‘Jīvāstitvasiddhi’（もし
くは‘Jīvasiddhi’）と銘打たれており，ジーヴァの存在の是非を巡り主に唯物論者（Cārvāka / Lokāy-
ata）との対論が記録されている．
なお本稿からは，ガナダラヴァーダとのパラレル文献と見られる『カルパスートラ』の注釈文献

群，ヘーマチャンドラ（1089‐1172ca.）の『トリシャシュティ・シャラーカープルシャ・チャリタ』

・ ・・ ・（Trisastísalākāpurusacarita）第10巻，グナチャンドラ著『マハーヴィーラ・チャリトラ』（Mahāvī-
racaritra：ヴィクラマ暦1139造）1などのマハーヴィーラ伝テキストも《パラレルテキスト》とし
て提示することとした．また，上記のうち，ダルマサーガラによる『カルパスートラ』に対する注

・釈『キラナーヴァリー』（Kiranāvalī：ヴィクラマ暦1628年造）2および著者不明の『カルパ・サマ
ルタナ』（Kalpasamarthana：13‐17世紀）3，さらに『マハーヴィーラ・チャリトラ』には，ニルユ
クティ韻文およびバーシャ韻文がかなり引用されており，これらについては，該当する韻文箇所を
示すこととした．

0． 導入 vv．1987‐1999
0．1 ガナダラの紹介 vv．1987‐1993

（v．1991まで訳出済）
1．0．1 インドラブーティの慢心 vv．1994‐1999
1．0．2 インドラブーティとマハーヴィーラの邂逅 vv．2000‐2002
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【ガナダラヴァーダ第1章和訳】

0． 導入
0．1 ガナダラの紹介（承前）
【VĀBh 1992（Niryukti Gāthā 439）】
（VĀBh (b, c): none; VĀBh (d): 2016; VĀBh (e): 2012 (Niryukti 439); ĀN (a, d, e): 597; ĀN (f): 598;
KSDhV: Niryukti 597, p.249; KSam: v.2, p.29）

［インドラブーティからスダルマンまでの］5人［のガナダラたち］には［それぞれ］500
人の集団が，［マンディカプトラとマウルヤプトラの］2人［のガナダラたち］には［それ
ぞれ］350人の集団が［弟子としてとりまいて］いる．［アカンピカとアチャラブラーター，
そしてメータアールヤとプラバーサの］2組［のガナダラたち］にはそれぞれ300人ずつの
集団が［弟子としてとりまいて］いる．

・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・pamcanham pamcasattā addhutthasatā ya honti donha ganā /

・ ・ ・ ・donham tu1 juvalayānam tisato tisato havati2gaccho //

・ ・[Skt.: pañcānām pañcásatāni ardhacaturthásatau ca bhavato dvayor ganau /

・dvayos tu yugalakayos trísatas trísato bhavati gacchah //]
(1. KSam: ca 2. KSDhV: bhave)

【解説】

・ ・ ・ ・ ・Cf. ĀHV on ĀN (a) 597, f.241 a-b: pañcānām ādyānām ganadharānām pañca śatāni pratyekam prat-

・ ・ ・yekam parivāra iti, tathā arddham caturthasya yesu tāni ardhacaturthāni śatāni ardhacaturthása-

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・tāni mānam yayoh tau ardhacaturthásatau bhavatah dvayoh pratyekam ganau, iha ganah samudāya

・ ・ ・eva ucyate, na punar āgamika iti, tathā dvayos tu ganadharayugalayoh trísatah trísato bhavati gac-

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・chah, etad uktam bhavati ---- uparitanānām caturnām ganadharānām pratyekam trísatamānah pari-

・ ・vāra iti gāthārthah //; ĀNAva on ĀN (e) 597, p.310: arddhacaturthásatāni mānam yayos tau arddha-

・ ・ ・ ・ ・ ・caturthásatau bhavato dvayoh pratyekam ganau, iha ganah samudāyah /

・それぞれのガナダラの弟子の数を列挙する韻文であるが，ここでは‘gana’および‘gaccha’
という語が「弟子の集団」を意味する語として使用されている．ジャイナ教においては，出家者の

・法統の最大の単位を意味して‘gana’（「集団，軍団」の意）や‘kula’（「集団，血統」の意）とい

・う語が使用されてきた．「ガナダラ」（ganadhara）という語は，この出家者たちの最大単位である
教団を支える者を意味し，一般に「教団長」と翻訳されることが多い．このような出家者集団を意
味する二つの語は，次第に‘gaccha’（「行くこと，一緒に遊行すること」の意）にとって代わら
れるが，これら三語はほぼ同義で使用される．

・当該箇所は，‘gana’‘gaccha’の二語が同義で使用されている例と言えるが，厳密に言えばこ
の二語を「教団」と訳することには難がある．すなわち，11人のガナダラたちはこの時点ではジャ
イナ教への帰依以前の段階であり，未だバラモンとして弟子を持っていたに過ぎない．ハリバドラ

・やジュニャーナサーガラもこのことを意図して，‘gana’という語が単なる「集合」（samudāya）

・を意味することを示している．さらに，ハリバドラは‘gana’という語が「アーガマに基づくも
の」（āgamika）ではないと註釈しているが，これは救世主の説法に端を発するジャイナ教の弟子
たちの集団ではないことを意図しているのであろう．つまり，「救世主の説法（アルタとしてのアー
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ガマ）→ガナダラによるスートラの作成（スートラとしてのアーガマ）→知を継承する場としての
教団」という形でアーガマは継承され，アーガマ保持を目的としてジャイナ教の「教団」が形成さ
れていると考えられるのである（この点については，宇野［2011］を参照されたい）．したがって，

・ ・ここでは，「教団」とはせず，‘gana’の原義を尊重し「集団」と訳した．‘gana’‘gaccha’につい
ては，Wiley［2004: 87-88］を参照せよ．

【VĀBh 1993（Niryukti Gāthā 440）】
（VĀBh (b, c): none; VĀBh (d): 2017 (Niryukti 147); VĀBh (e): 2013 (Niryukti 440); Cf. ĀN (a, f): Bhā-

・ ・sya 115; ĀN (d): 542; ĀN (e): Bhāsya 125）
バヴァナパティ，ヴァーナヴィアンタラ，ジュヨーティシャヴァーシン，ヴィマーナヴァー

シンというあらゆる威徳を持ち，眷属を伴った［神々］は，［マハーヴィーラの独存］知の
生起に対して祝福を行った．

・ ・ ・bhavanavati vānavantara jotisavāsī vimānavāsī ya /

・・ ・ ・ ・savviddhiya saparisā kāsī nānuppatāmahimam //

・[Skt.: bhavanapatir vānavyantaro jyotisavāsī vimānavāsī ca /

・ ・ ・ ・sarvarddhikāh saparisado ’kārsuh jñānotpātamahimām //]
【解説】

・Cf. ĀHV on ĀN (a) Bhāsya 115, f.230 a: bhavanapativyantarajyotirvāsino vimānavāsinás ca sar-

・ ・ ・ ・ ・varddhyā hetubhūtayā saparisadah krtavantah jñānotpattimahimām iti gāthārthah /; ĀMV on ĀN

・ ・(d) 542, f.300 b: bhavanapativyantarajyotirvāsino vimānavāsinás ca saparsadah sarvarddhyā jñānot-

・ ・ ・ ・ ・ ・pattimahimām akārsuh krtavantah /; ĀND on ĀN (f) Bhāsya 115, f.108 b: bhavanapatyādayah sapar-

・ ・ ・sado jñānotpādamahimānam akārsuh /
本韻文は，全てのĀNの刊本においては，ガナダラヴァーダではなくサマヴァサラナ（＜聖な

る集会＞）のセクションの直前に配置されている．すなわち，本来的には―つまり『ニルユクティ』
伝承の中では―この韻文は＜聖なる集会＞が行われる前に，神々によるジナに対する祝福があった
ことを示すものであった可能性が高い．ジナバドラはこの韻文を，リシャバ伝において一回（VĀBh
（a）：1711（Niryukti 272）），またマハーヴィーラ伝では当該韻文を含め二回（VĀBh（a）：1977，1993
（Niryukti 440））繰り返しており，当該箇所以外ではまさにジナの開悟の祝福の意味を持つ．ジナ
バドラがガナダラヴァーダでこの韻文を再度繰り返したのは，次詩節（VĀBh1994）での「イン
ドラブーティの嫉妬」につなげる必要があったことがその理由であると思われる．
なお，ジャイナ教において神（deva）は主に4種に分類される．

・ ・ ・ ・ ・Cf. SthA 257: cauvvihā devā pannattā, tamjahā -- bhavanavāsī vānamamtarā jotisiyā vimānavāsī //;

・ ・TAASBh on TAAS 4.3: te ca devanikāyā yathāsankhyam evamvikalpā bhavanti / tad yathā -- da-

・ ・ ・・ ・ ・śavikalpā bhavanavāsinah asurādayo vaksyante / astavikalpā vyantarāh kinnarādayah / pañcavi-

・ ・ ・ ・ ・ ・kalpā jyotiskāh sūryādayah / dvādásavikalpā vaimānikāh kalpopapannaparyantāh saudharmādisv
api //.
上記の『タットヴァ経注』に見られるように，これら4つのタイプの神々はそれぞれ，10種，8

種，5種，12種に細分される．詳しくは Sanghavi［1974: 152 ff.］を参照せよ．

・ ・ ・ ・ ・‘nānuppatāmahimam’という語の解釈については判然としない．ハリバドラは‘krtavantah
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・ ・ ・jñānotpattimahimām’（ĀHV on Bhāsya 115, f.230 a.），マラヤギリは‘jñānotpattimahimām akārsuh

・ ・ ・ ・krtavantah’（ĀMV on 542. f.300 b.），マーニキャシェーカラは‘jñānotpādamahimānam akārsuh’

・（ĀND on Bhāsya 115. f.108 b）と注釈するのみであり，語形・解釈共に明瞭ではない．なお，直

・接当該韻文を注釈するものではないが，アバヤデーヴァは‘nānuppayamahimāsu’という語を次
のように解釈している．

・ ・ ・SthAV on SthA 142, p.197: nānuppayamahimāsu kevalajñānotpāde devakrtamahotsavesv iti /
このアバヤデーヴァの言明では，‘mahimā’（f.）を‘mahotsava’（「祝祭，祝福」）と言い換えてお
り，また複合語の両分は位格関係にあることが示されている．よって「独存知の生起に対して神々
が為した祝祭／祝福」と理解できよう．なお，次詩節（VĀBh1994）に現れる‘mahimā’に対し

・ ・ ・ ・ ・て，マラヤギリは‘mahimām pūjām devaih kriyamānām’と注釈しており，神々が主体となっ
て「礼拝」（pūjā）や「祝祭／祝福」（mahotsava）が行われることが意図されている可能性が高い．
ここでは，「祝福」と訳しておく．

0．1．1 インドラブーティの慢心
【VĀBh 1994（Niryukti Gāthā 441）】
(VĀBh (b, c): none; VĀBh (d): 2018 (Niryukti 148); VĀBh (e): 2014 (Niryukti 441); ĀN (a, d, e): 598; ĀN
(f): 599; KSDhV: Niryukti 598, p.249; KSam: v.5, p.29)

さて，ジナたちの最高の主［であるマハーヴィーラ］が，神々によって祝福されているの
を見て，［三界の中で我こそが知者であるという］慢心を持ち，嫉妬したインドラブーティ
という［第1の学者］は［その＜聖なる集会＞に］やって来た．

・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・datthūna1kīramānim mahimam devehim jinavarindassa /

・adha eti ahammānī amarisito indabhūti tti //

・・・ ・ ・ ・[Skt.: drstvā kriyamānām mahimām devair jinavarendrasya /

・ ・atha eti ahammānī amarsito indrabhūtir iti //]

・(1. ĀN (a, d, e, f), KSDhV, KSam: soūna)

【解説】

・ ・ ・Cf. VĀBhVr on VĀBh (d) 2018: atrāntare kathañcit tato yajñapātān nirgatatvāt, kim ata āha ---- dat-

・ ・ ・・・ ・ ・ ・ ・thūnetyādi, ‘drstvā’ samālokya ‘kriyamānām’ nirvarttyamānām ‘mahimām’ jñānotpādasamavasa-

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ranaracanālaksanām, kaih ‘devaih’ vibudhaih, kasya ‘jinavarendrasya’ bhagavato vīrasya ‘athe’ty

・ ・ ・ ・atrāntare ity uktam etat ‘eti’ āgacchati samavasaranam, yatah prathama upādhyāya ity abhiprāyah

・ ・ ・・・ ・ ・ ・/; ĀHV on ĀN (a) 598: śrutvā ca kriyamānām, drstvā vā pāthāntaram, mahimām devair jinavaren-

・drasya, athāsmin prastāve ‘ei’tti āgacchati bhagavatsamīpam ‘ahammāni’tti aham eva vidvān iti

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・māno ’sya iti ahammānī, ‘amarsitah’ amarsayuktah, amarso matsaravísesah, mayi sati ko ’nyah sar-

・
・

・vajñah iti, apanayāmi adya sarvajñavādam, ityādi sankalpakalusitāntarātmā, ko ’sau ityāha ---- in-

・ ・drabhūtih, iti gāthārthah //
本詩節よりコーティ・アーチャールヤの『ヴィシェーシャーヴァシュヤカ・バーシャ・ヴリッ

・ ・ ・ティ』（Vísesāvásyakabhāsyavrtti）が開始される．彼は，「祝福」（mahimā）という語を注釈して

・「［マハーヴィーラの独存］知の生起についての聖なる集会場（samavasarana）を設えること」

・（jñānotpādasamavasaranaracanā）と述べており，神々の祝福の具体的内容が集会場の設営であ
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ることを示唆している．＜聖なる集会＞において，神々はまず雨，花，風によって場を浄めて，そ
こに三層構造からなる塁壁を造る．つまり，ここでの神々による祝福は，具体的に集会場を設置，
準備することを意図しており，＜聖なる集会＞開催以前の祝福とは異なることに注意しなければな
らない．インドラブーティは既に開催された＜聖なる集会＞を見聞し，神による祝福に対して妬心
を起こしたのである．なお，＜聖なる集会＞における集会場の構造や神々の役割などについては，
矢島［1993 : 71 ff.］，Balbir［1994 : 82 ff.］を参照されたい．

・ĀNの刊本ではすべて‘soūna’（Skt.: śrutvā）という読みである．すなわち，「ジナたちの最高
の主［であるマハーヴィーラ］が，神々に祝福されているのを聞いて」と翻訳可能である．

【VĀBh 1995】

・ ・(VĀBh (b, c): none; VĀBh (d): 2019; VĀBh (e): 2015; ĀN (d): Bhāsya 120; ĀN (e): Bhāsya 1; KSDhV:

・Bhāsya 120, p.249; KSam: v.6, p.29)
インドラブーティ：
「この［町の］人々はどうして私を捨てて彼［マハーヴィーラ］の足下へ赴くのか？［一

切知者である］私が居るにも関わらず，別の者までもが［何でも］知っているということが，
どうして起こりえようか？」

・ ・ ・mottūna mamam logo kim dhāvati1esa tassa pāmūle /

・・ ・ ・・ ・ ・anno vi jānati mae tthitammi kattoccayam etam //

・ ・ ・ ・[Skt.: muktvā mām lokah kim dhāvati esa tasya pādamūlam /
anyo ’pi jānāti mayi sthite kutastyam etad //]
(1. ĀN (d, e), KSDhV: vaccai)

【解説】

・ ・ ・ ・Cf. VĀBhVr on VĀBh (d) 2019: mām muktvā kim esa nāgaralokas tasya kasyacit pādamūlam dhā-

・ ・ ・vati, nanu mahatkutūhalam, kathayatātra nibandhanam iti, kim brūta sarvajño ’sāv iti, ā maivam

・ ・bhūyo ’pi vaksyatha, yato ’nyo ’pi jānāti, sarvam iti prakramād gamyate, ‘mayi sthite’ mayi prānān

・ ・ ・dhārayati sati, kutastyam etad, asambaddham etat /; ĀMV on ĀN (d) Bhāsya 120, f.313 a: mām

・ ・ ・ ・sakalásāstrapāragam muktvā kim esa lokas tasya pādamūlam vrajati, na cāsau madapeksayā kim

・api jānāti, tathā hi ---- mayi prativādini sthite ’nyo ’pi kim api jānātīti kautastyam etat, na caitat samb-

・havatīti bhāvah /（あらゆる聖典に通じた私を捨てて，この［町の］人々はどうして彼の足下へ赴
くのか．しかし，彼は私に比べるなら何も知らないではないか．すなわち―［一切知者である］私
が対論者として居るにも関わらず，別の者までもが何でも知っているということがどうして起こり
えようか．決してこのようなことは起こりえない，ということである．）
上記のように，インドラブーティは自身を一切知者と捉え，自分以外に一切知者が居るというこ

・とに腹立ちを覚える．コーティ・アーチャールヤは「私が息をしている限り」（mayi prānān dhāray-
ati sati）と注釈しており，この世にインドラブーティ以外に一切知者が居ないことを強調している．
《パラレルテキスト》

・ ・ ・KSVV on KS 121, p.335: aho mayi sarvajñe saty api aparo ’pi sarvajñam svam khyāpayati, duh́sra-

・ ・ ・vam etat karnakatu /（ああ何ということか．一切知者である私が居るにも関わらず，別の者まで
もが自らを一切知者であると言いふらしている．これは耳障りで聞くに堪えない．）；KK, p.141:
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・ ・ ・ ・ ・mayi sarvajñe vidyamāne ’nyah ko ’pi sarvajñatvam khyāpayati tat katham ksameyam /

【VĀBh 1996】

・ ・(VĀBh (b, c): none; VĀBh (d): 2020; VĀBh (e): 2016; ĀN (d): Bhāsya 121; ĀN (e): Bhāsya 2; KSDhV:

・Bhāsya 121, p.249; KSam: v.7, p.29)
インドラブーティ：
「あるいは，愚かな人々が［彼の下へ］赴いているのであろう。［しかし，］神々は［マハー
ヴィーラが］一切知者であると考えて，［彼に］敬礼し賞賛しているけれども，一体どうし
てこ［のマハーヴィーラ］に驚嘆しているのであろうか？」

・ ・ ・ ・ ・dhāvejja1va mukkhajano devā kidha nena vimhayam nītā /

・ ・ ・ ・ ・ ・・vandanti samthunamti ya jenam savvannubuddhīe //1996//

・ ・ ・[Skt.: dhāveta vā mūrkhajano devāh katham anena vismayam nītāh /

・vandante samstuvanti ca yena sarvajñabuddhyā //]

・(1. ĀN (d, e), KSam: vaccijja; KSDhV: vamcijja)

【解説】

・ ・Cf. VĀBhVr on VĀBh (d) 2020: dhāveta cāyam janas tatpādāntike mūrkhatvād gatānugatikatvāt, na

・ ・hi lokapravāho hitam ahitam vorarīkrtya pravarttate（またこの人間は彼の足下に赴くであろう．
愚か者なので，既に起こった事に追随するものであるから．実に，世の流行に乗る者は，有益か無

・益かを承認した上で行動するわけではないのである．）；ĀMV on ĀN (d) Bhāsya 121, f.313 a: vrajed

・vā tatpādamūlam mūrkhajano, mūrkhatayā yuktāyuktavivekavikalatvāt, devās tu katham anena

・ ・ ・ ・vismayam nītāh, yena vismayanayanena sarvajñabuddhyā tam vandante samstuvanti ca /.
コーティ・アーチャールヤが言うように，人々がマハーヴィーラの元へ向かう原因は「愚か者」

（mūrkha）であることに他ならない．下記に示したように，あらゆるパラレルテキストにおいて
は，このことを示すために様々な比喩が用いられている．これらの比喩では「良いものを捨て悪い
ものに向かう」ことが示され，それは大衆の愚かさが原因であると考えられている．また，愚かさ
のないはずの神々については，マハーヴィーラによって騙されているとする．
《パラレルテキスト》

・ ・ ・KSDhV, vv.6-7, p.249: aho surā katham bhrāntāh tīrthāmbha iva vāyasāh / kamalākaravad bhekā

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・maksikāh candanam yathā // karabhā iva sadvrksāt ksīrānnam śūkarā iva / arkasyālokavad ghū-

・ ・kāh tyaktvā yāgam prayānti yat //（ああ，なぜ神々は惑わされたのか．川岸の水を［捨ててドブ
水を好む］カラスども，蓮池を［捨てる］カエルども，白檀を［捨てて悪臭を好む］ハエども，良
木を［捨てて刺のある木を好む］ラクダども，ミルク粥を［捨てて糞尿を好む］ブタども，太陽の
光を［捨てて闇を好む］フクロウどものように，愚か者どもは供犠を捨てて［彼の元へ］行くのだ．）；

・ ・KSVV on KS 121, pp.335-336: katham nāma śrūyate, kiñ ca kadācit ko ’pi mūrkhah kenacid dhūr-

・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・tena vañcyate, anena tu surām api vañcitāh, yad evam yajñamandapam mām sarvajñam ca vihāya

・ ・ ・ ・tatsamīpam gacchanti // aho surāh katham bhrāntās tīrthāmbha iva vāyasāh / kamalākara-

・ ・ ・ ・ ・ ・vadbhekā maksikā́s candanam yathā // karabhā iva sadvrksān ksīrānnam śūkarā iva / arkasy-

・ālokavad ghūkās tyaktvā yāgam prayānti yat //（一体どうして［こんなことを］聞かされるのか．
いや，たまたま誰か愚か者があるペテン師に騙されているのだ．一方で，神々もこやつに騙された
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のだ．そうして祭儀場と一切知者である私を離れて，彼の元へ行くのである．以下上記KSDhVに

・同じ．）；KK, p.141: tathā indrajālikena dhūrttena mūrkhaloko vañcyate, anena tu devā pi vañcitāh,

・ ・ ・yato mām sarvajñam yajñam ca muktvā tatpāŕsve yānti /（さらに，ペテン師の悪者に愚か者ども
は騙されている．一方で神々もまたこやつに騙されている．というのも，一切知者である私と祭儀

・ ・・を捨てて，彼の方へ赴くのだから．）；T́SPC 10.5.67-69: mām tyaktvā kim amī yānti pākhandinam

・ ・ ・ ・ ・ ・amum janāh / tyaktvā cūtam ivāvijñāh karīram marumānusāh // mamāpi purato ’trāsti sarvajña iti

・ ・ko ’pi kim / pañcānanasya na hy agre bhavaty anyah parākramī // manusyā yady amī mūrkhā

・ ・ ・yānty enam yāntu tan nanu / devāh katham amī yānti dambhah ko ’py asya tan mahān //（あの者
たちはどうして私の元を離れて，あの異端の者の元へ赴くのか？砂漠に居る愚か者たちが，マンゴー
の樹を離れてカリーラ樹（砂漠に生える刺のある樹）の元に［赴く］ように．この私の目の前でも，
誰か「［私は］一切知者である」と言えるような者がいようか？というのも，ライオンの目の前で
は誰も勇敢では居られないであろうから．あの愚かな人々が彼の元へ行くならば，まさに行くがよ
い．しかしどうしてあの神々は［彼の元へ］行くのだろうか？こやつには，何かとてつもないまや
かし（dambha）があるのだ．）

【VĀBh 1997】

・ ・(VĀBh (b, c): none; VĀBh (d): 2021; VĀBh (e): 2017; ĀN (d): Bhāsya 122; ĀN (e): Bhāsya 3; KSDhV:

・Bhāsya 122, p.249; KSam: v.1, pp.29-30; MVC: v.4, f.254 a)
インドラブーティ：
「いやむしろ，かの者［マハーヴィーラ］が［愚かな］知者であるように，その神々もま

た全く同様なのである．愚かな村人と役者の間には，似つかわしい結びつきがあるのだ．」

・ ・adhavā1 jārisao cciya so2nānī tārisā surā te vi /

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・anusariso samjogo gāmanadānam ca3mukkhānam //

・ ・[Skt.: athavā yādŕsa eva so jñānī tādŕsā surās te ’pi /

・ ・ ・ ・ ・anusadŕsah samyogo grāmanatayor ca mūrkhayoh //]

・ ・・(1. KSam: ahavā [puna] 2. MVC: so savvannū 3. VĀBh (d, e), ĀN (d, e), KSam, MVC: va)

【解説】

・ ・ ・Cf. ĀMV on ĀN (d) Bhāsya 122, f.313 a: atha vā yādŕsa eva sa jñānī te ’pi surās tādŕsā eva, mūrkhā

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ity arthah, tato ’nusadŕsam anurūpah samyogas tasya jñāninah etesām ca devānām, kayor ivety āha

・ ・ ・---- grāmanatayor iva mūrkhayoh, yathā grāmo mūrkho nato ’pi ca tathāvidhavidyāvikalatvāt

・ ・ ・ ・ ・mūrkha iti parasparam tayoh samyogo ’nurūpah, evam eso ’pīti //.
VĀBh (a)以外の殆どの刊本では，d句の‘ca’を‘va’と読む．すなわち，以下のように翻訳出

来よう．「例えば，愚かな大衆と役者が似つかわしい結び付きを持つように（iva）．」
当該詩節では，インドラブーティの慢心がさらに進んでいることが記されている．すなわち，神々

はマハーヴィーラに騙されていただけという考えから，神々もマハーヴィーラも両者ともに「愚か」
（mūrkha）であるという考えに至っている．愚か者同士である両者が必然的に結びつく，と考え
るのである．
《パラレルテキスト》

・ ・ ・ ・ ・KSVV on KS 121, p.336: atha vā yādŕso ’yam sarvajñas tādŕsā evaite, anurūpa eva samyogah /; KK,
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・ ・ ・ ・ ・ ・ ・p.141: yādŕso ’pi sa sarvajñas tādŕsā eva devatāh / samyogo hy anurūpo ’yam grāmīnanatadurdhi-

・ ・ ・yām // tathāpy etasya saravajñatvam aham na sehe, yathā ---- vyomni sūryadvayam kim syāt gu-

・ ・ ・hāyām kesaridvayam / pratyāhāre ca khadgau dvau kim sarvajñau sa cāpy aham //（この一切知者
は神々と全く同じなのだ．というのも愚かな村人と役者には似つかわしい結びつきがあるのだか
ら．しかしながら，こやつが一切知者であることに私は耐えられぬ．たとえば，空に太陽が二つあ
ろうか？洞窟にライオンが二匹いようか？また，一つの鞘に二振りの太刀が入ろうか？私と彼の二

・ ・人が共に一切知者であろうか？［そのようなことはあり得ない．］）；T́SPC 10.5.70: yādŕso vaisa sar-

・ ・ ・ ・ ・ ・vajño devā api hi tādŕsāh / yadi vā yādŕso yakso jāyate tādŕso balih //

【VĀBh 1998】

・ ・(VĀBh (b, c): none; VĀBh (d): 2022; VĀBh (e): 2018; ĀN (d): Bhāsya 123; ĀN (e): Bhāsya 4; KSDhV:

・Bhāsya 123, p.252; KSam: v.41, p.31; MVC: v.6, f.254 a)
インドラブーティ：
「神々とアスラたちの目の前で［彼らの］熱を冷ました上で，直ちに彼［マハーヴィーラ］
が一切知者であるという説を余すところなく撲滅してやろう．」

・ ・ ・ ・ ・ ・kātum hatappatāvam purato devāna dānavānam ca /

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・nāse ham nīsesam khanena savvannuvātam se //1

・ ・ ・ ・[Skt.: kartum hatapratāpam purato devānām dānavānam ca /

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・nā́sayāmi aham nih́sesam ksanena sarvajñavādam tasya //]

・ ・ ・ ・ ・ ・(VĀBh (d, e): vāena vivihatthāna lahu jānāvemi mam gamtum)

【解説】

・ ・ ・ ・Cf. ĀMV on ĀN (d) Bhāsya 123, f.313 b: devānām dānavānām ca puratah agre tathāvidhaprásna-

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・jālair hatapratāpam krtvā ksanena ksanamātrena ‘se’ tasya sarvajñavādam nih́sesam aham
nā́sayāmi /.
テキストに示したように，コーティ・アーチャールヤ系刊本における cd句は底本と全く一致し

ない．編者であるĀnandasāgara と Tatia はこの韻文後半部をカッコ付きで補っているが，コー

・ティ・アーチャールヤの注釈では「素直な意図（rjvabhiprāya）」と述べられるのみであり，この
補完の根拠は不明である．この異読に従えば，次のように翻訳されよう．

「神々とアスラたちの目の前で［彼らの］熱を冷ました上で，［マハーヴィーラの元へ］行っ

・ ・て，速やかに（lahu/*laghu）様々な物事についての（vivihatthāna/*vividhārthānām）討論

・ ・によって（vāena/*vādena）私のことを知らしめてやろう（jānāvemi/*jñāpayāmi）．」
《パラレルテキスト》

・ ・T́SPC 10.5.71: asya sarvajñatādarpam asāv apaharāmy aham / devānām mānavānām ca pásyatām

・eva samprati //

【VĀBh 1999】

・ ・(VĀBh (b, c): none; VĀBh (d): 2023; VĀBh (e): 2019; ĀN (d): Bhāsya 124; ĀN (e): Bhāsya 5; KSDhV:

・Bhāsya 24 (sic!: 124), p.252)
以上のように述べた後，彼［インドラブーティ］は［尊者の近くに］到達した．［そして

―8―



彼は］三界［に住む生き物たち］によって囲まれ，三十四の優れた特徴を備えた勇者［マハー
ヴィーラ］を見た後，疑いを抱きつつ［マハーヴィーラの］目の前に立った．

・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・iya vottūnam patto datthum telokkaparivudam vīram /

・ ・ ・ ・・cottīsāyisayanidhim sasamkito1citthito purato2//

・・ ・ ・ ・[Skt.: iti uktvā prāpto drastum trailokyaparivrtam vīram /

・ ・
・

・ ・ ・catustriḿsadatísayanidhim sásankitah sthitah puratah //]

・ ・ ・(1. VĀBh (d, e), ĀN (d): sa samkio; KSDhV: samkio 2. VĀBh (d, e): ’vi ya thio purao)

【解説】

・ ・ ・ ・ ・Cf. VĀBhVr on VĀBh (d) 2023: ‘iya’ evam ‘vottūnam’ti mahāpralayamegha iva garjitvā prāptah ----

・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・・・sakalasurāsurendrasamkulam svargasamghātam iva samavasaranam pravistah, tatra ca ‘drstvā’

・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ālokya ‘trailokyaparivrtam’ trilokanivāsivísistabhavyaprānisamghātakotākotīparivestitam ‘vīram’

・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・vardhamānasvāminam, kimvísistam ity ata āha ---- catustriḿsadatísayasamprāptam ‘sasamkio’
・

・ ・ ・ ・ ・・sásankah samvrttaskandhavad ásesāpaghanayastitvāt /; ĀHV on ĀN (a) 599: sa ca bhagavatsamī-

・ ・ ・ ・ ・ ・pam prāpya bhagavantam ca catustriḿsadatísayasamanvitam tridásāsuranarésvaraparivrtam

・・・
・

・drstvā sā́sankah tadagratas tasthau /（そして彼（インドラブーティ）は，世尊の近くに到達し，
三十四の優れた特徴を備え，神々（tridása）とアスラ（asura）と人間（narésvara）に囲まれた世

・尊を見て，疑惑を抱きつつ，彼の前に立った．）；ĀMV on ĀN (d) Bhāsya 124: iti pūrvoktam uktvā

・ ・・・ ・ ・ ・ ・ ・prāpto bhagavatsamīpam, drstvā ca bhagavantam vīram trailokyaparivrtam catustriḿsadatísaya-

・
・

・ ・nidhim sa śankitah purato ’vasthitah /

・VĀBh（d, e）及びĀN（d）刊本では編者は‘sa samkio’と二語に分割している．ただしコーティ・

・
・

・アーチャールヤ注は‘sasamkio sásankah’と言い換えており，複合語であることを示している．
いずれにせよ，意味にはほぼ変化はないであろう．ジナの三十四の優れた特徴については，河崎
［2006］および同論文の参考文献を参照されたい．

0．1．2 インドラブーティとマハーヴィーラの邂逅
【VĀBh 2000(Niryukti Gāthā 442)】
(VĀBh (b, c): none; VĀBh (d): 2024 (Niryukti 149); VĀBh (e): 2020 (Niryukti 442); ĀN (a, d, e): 599; ĀN
(f): 600; KSDhV: Niryukti 599, p.253)

すると［彼インドラブーティは］，生や老いや死を離れ，一切知者であり一切見者である勝
者［マハーヴィーラ］に，［その］名前と姓とでもって話しかけられた．

・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ābhattho ya jinenam jātijarāmaranavippamukkenam /

・ ・ ・ ・・ ・ ・nāmena ya gottena ya savvannū savvadarisīnam //

・ ・[Skt.: ābhāsitás ca jinena jātijarāmaranavipramuktena /

・nāmnā ca gotrena ca sarvajñena sarvadaŕsinā //]
【解説】

・ ・Cf. VĀBhVr on VĀBh (d) 2024: ‘ābhāsitás ca’ āmantritás ca, kena ‘jinena’ śrīmahāvīravardhamānas-

・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・vāminā, kimvísistenety āha ---- jātih prādurbhūtih jarā ---- vayohānikārinī maranam ---- prānaniband-

・ ・hachedakāri punar dvandvas tair vipramuktah, tena muktavac ca mukta ity abhiprāyah, katham,

・ ・ ・・nāmnā he indrabhūte gotrena he gaumeti, cakārāv anayor bhinnārthābhidhāyinau, kimvísistena ----
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・ ・ ・ ・sarvajñena sarvadaŕsinā /; ĀHV on ĀN (a) 599: ‘ābhāsitás ca’ samlaptás ca, kena ---- jinena, kimvísis-

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・tena ---- jātih prasūtih jarā vayohānilaksanā maranam dásavidhaprānaviyogarūpam ebhir vipramuk-

・ ・ ・・tas tena, katham ---- nāmnā ca he indrabhūte, gotrena ca he gautama, kimvísistena jinena ity āha ----
sarvajñena sarvadaŕsinā /
本韻文は，11人全てのガナダラについて繰り返される．すなわち，全てのガナダラたちはマハー

ヴィーラによって，その名と姓を以て話しかけられることになる．
《パラレルテキスト》

・ ・KSVV on KS 121, p.340: ityādi cintayann eva sudhāmadhurayā girā / ābhāsito jinendrena nām-

・・agotroktipūrvakam //; KK, p.143: yāvat tisthati tāvat sudhāmadhurayā vācā nāmagotrakathanapūr-

・ ・ ・ ・vakam prabhunābhāsitah /

【VĀBh 2001】

・ ・(VĀBh (b, c): none; VĀBh (d): 2025; VĀBh (e): 2021; ĀN (d): Bhāsya 125; ĀN (e): Bhāsya 1; KSDhV:

・Bhāsya 125, p.253; KSam: v.49, p.32)
「おおインドラブーティよ．ゴータマよ．ようこそいらっしゃいました．」と勝者［マハー
ヴィーラ］に言われて，［彼インドラブーティは］次のように考えた．「［なんと！］彼は私
の名前まで知っているではないか．いやむしろ［有名な私のことだから］誰が私を知らない
ことがあろうか．」と．

・ ・ ・ ・he imdabhūti gotama sāgatam utte jinena cimteti /

・ ・ ・ ・・ ・nāmam pi me viyānati adhavā ko manna yānāti //
[Skt.: he indrabhūte gotama svāgatam ukte jinena cintayati /

・nāmāpi me vijānāti atha vā ko mām na jānāti //]
【解説】

・ ・・ ・ ・Cf. VĀBhVr on VĀBh (d) 2025: punar apy avastambham baddhvedam āha ---- “atha vā ko mām na

・ ・ ・jānāti”, atiprakato ’ham asmin bhuvane /; ĀHV on ĀN (a) 600: ittham nāmagotrasamlaptasya tasya

・ ・cintābhavat ---- aho nāmāpi me vijānāti, atha vā prasiddho ’ham, ko mām na vetti /; ĀMV on ĀN (d)

・ ・Bhāsya 125: sa cintayati ---- aho nāmāpi me vijānāti, atha vā sarvatra prasiddho ’ham ko mām na
jānāti /.
一切知者であるマハーヴィーラにその姓名を言い当てられ，インドラブーティは動揺しつつも自

己の慢心により，都合のよい納得をする．自身の名声があらゆる人々に広まっているので，マハー
ヴィーラが名前を知っていても当然とするのである．
《パラレルテキスト》

・KSVV on KS 121, pp.340-341: he gautamendrabhūte tvam sukhenāgatavān asi / ity ukte ’cintayad

・vetti nāmāpi kim asau mama // jagattritayavikhyātam ko vā nāma na vetti mām / janasy-

・ ・ ・ ・ābālagopālam pracchannah kim divākarah //（「おおガウタマ，インドラブーティよ．よくいらっ
しゃいました．」と言われて，［インドラブーティは］次のように考えた．「どうして彼は私の名前
まで知っているのか？いや，人間のうちで子どもや牛飼いに至るまで，三界によく知られた私の名
を，誰が知らないことがあろうか．太陽が［闇に］覆われてしまうことがあろうか．」）；KK, p.143:

・ ・he indrabhūte, gautama, tvam sukhenāgatah, ity ukte cintayati ---- mama nāmāpi jānāti, atha vā ja-
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・ ・ ・gattrayavikhyāto ’ham, ko mām na jānāti /; T́SPC 10.5.74-75: bho gautamendrabhūte kim tava svā-

・ ・ ・gatam ity atha / sudhāmadhurayā vācā tam babhāse jagadguruh // gautamo ’cintayan me ’sau

・gotram nāma ca vetti kim / jagatprasiddham athavā ko jānāti na mām iha //; MVC vv.9-10, f.254 a:

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・etthamtarammi bhuvanekkabhānunā jinavarena samlatto / bho imdabhūi goyama sāgayamii ma-

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・huravānīe // tāhe cimtiyamiminā nāmampi hu me viyānae eso / bhuvane ’vi pāyadajasam ahavā ko

・ ・mam na yānei //

【VĀBh 2002】

・ ・(VĀBh (b, c): none; VĀBh (d): 2026; VĀBh (e): 2022; ĀN (d): Bhāsya 126; ĀN (e): Bhāsya 2; KSDhV:

・Bhāsya 126, p.253; KSam: v.51, p.32; MVC: v.11, f.254 a)
［彼インドラブーティは］「もし私の心中にある疑問を理解できるなら，あるいは［理解で
きずともその疑問を］取り払えるならば，その時は私も驚くだろう．」と考えていると，さ
らに［マハーヴィーラに次のように］言われた．

・ ・ ・・ ・jati vā hitayagatam1me samsayam unnejja2adhava chimdejja /

・ ・ ・to hojja vimhayo me iya cintemto puno bhanito //

・ ・ ・[Skt.: yadi vā hrdayagatam me saḿsayam unnayed atha vā chindyāt /

・ ・tato bhaved vismayo mameti cintayan punar bhanitah //]

・ ・ ・ ・・(1. MVC: hiyayagoyaram 2. ĀN (a, d, e), KSDhV: samsaya mannijja; MVC: samsaya mannejja)

【解説】

・ ・ ・ ・ ・Cf. VĀBhVr on VĀBh (d) 2026: yadi ca hrdayagatatvād atīndriyam ‘me’ mama ‘saḿsayam’ sande-

・ham ‘unnayet’ jānīyāt, tathājñātam
1api yadi ca ‘chindīta’ chindyāt tato bhaved visamayo, nānaythā /

・ ・ ・ ・ ・ ・(1. VĀBhVr (b): tathā jñātam); ĀMV on ĀN (d) Bhāsya 126: yadi me hrdgatam saḿsayam manyeta ---

・- jānīyāt, atha vā chindyāt ---- apanayet, tato me vismayo bhavet ---- bhavisyati iti cintayan punar api

・ ・bhagavatā bhanitah //
心中にある疑問を理解すること，またはその疑問を晴らすこと，という二点のいずれかをもって，

インドラブーティはマハーヴィーラの一切知者性を認めようと考える．この後（次詩節（VĀBh
2003）以降），マハーヴィーラは彼の疑問を看破し，さらにその疑問を完全に取り除くこととなる．
すなわち，ジーヴァの存在に関する議論を展開するのである．
《パラレルテキスト》

・ ・ ・KSVV on KS 121, p.341: prakā́sayati guptam cet sandeham me manahsthitam / tadā janāmi sarva-

・ ・ ・jñam anyathā tu na kiñcana //; KK, p.143: yadi mama manahsandeham kathayati tadāmum sarva-

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・jñam jānāmīti cintayantam punah prabhuh proce /; T́SPC 10.5.76: saḿsayam hrdayastham me

・ ・bhāsate ca chinatti ca / yady asau jñānasampattyā tadā́scaryakarah khalu //

略号表（追加分）
【テキスト】
KK： Kalpakaumudī (́Sāntisāgara): Ānandasāgara (ed.), Yugapradhānásrutakevali-Bhagavacchrī-

・Bhadrabāhusvāmi-sūtritam Śrīmattapogacchasaudhānupamānūnastambhāyamāna-

・ ・ ・mahāmahopādhyāya-́Srī-Dharmasāgaracaranarenu-Mahopādhyāya-́Srī-́Srutasāgaracaranakamalo-
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・ ・ ・pāsakamahopādhyāya-́Srī-́Sāntisāgara-kalpita-Kalpakaumudyākhya-Vivaranasamvalitam Śrī

・・ ・Kalpasūtram. Ratlam: Rsabhadevajī Késarīmalajī Śvetāmbara Samsthā, 1936.
KS： Kalpasūtra (Bhadrabāhu):

・ ・ ・ ・(a): Ānandasāgara Gani (ed.), Upādhyāyásrīmad-Vinayavijayagani-viracitā Kalpasūtravrttih
・Subodhikābhidhānā. Devacandra Lālabhāī Jainapustakoddhāra Granthānka 7, Bombay: Deva-

candra Lālbhāī Jain Pustkoddhāra Fund, 1911.

・(b): Muni Vallabhavijaya (ed.), Upādhyāyásrīmad-Vinayavijayagani-viracitā Subodhikābhidhayā

・
・

・Vrttyā Samalankrtam Śrī Kalpasūtram. Ātmānanda Jaina Granthamālā No.31, Bhavnagar: Śrī
Jaina Ātmānanda Sabhā, 1915.

・ ・ ・・(c): Śrutakevalísrī-Bhadrabāhupranītam Śrī Kalpasūtram (Dásā́srutaskandhāstamādhyayanam)

・Lokaprakā́sa-Nayakarnikādigranthasaudhasūtradhāra-́Srī-Vinayavijayopādhyāya-viracitām Śrī

・・ ・Kalpasūtram. Ratlam: Rsabhadevajī Késarīmalajī Śvetāmbara Samsthā, 1939.

・(d): Śrī Sūryodayasāgara Sūri, Lābhasāgara, and Śrī Kamcanasāgara Sūri (eds.), Śrutakevalī-́Srī-

・ ・ ・ ・ ・Bhadrabāhusvāmi-pranītam Mahāmahopādhyāya Śrī-Dharmasāgaragani-viracitam Kiranāvalī-

・
・

・ ・vrttyā samalankrtam Śrī Kalpasūtram. Śrī Āgamoddhāraka Granthamālā, Mānikya 4, Surat:

・Devacandra Lālbhāī Jain Pustkoddhāra Fund, Vik. Sam. 2046.

・ ・KSam： Kalpasamarthana (Pūrvācārya, anonymous): Ānandasāgara (ed.), Pūrvatanācāryapranītam Śrī

・・ ・ ・Kalpasamarthanam. Ratlam: Rsabhadevajī Késarīmalajī Śvetāmbara Samsthā, Vik. Sam. 1994.

・ ・KSDhV： Kalpasūtravrtti (Dharmasāgara Gani): See KS (d).

・KSVV： Kalpasūtravrtti (Vinayavijaya): See KS (a, b, c).

・MVC： Mahāvīracaritra (Gunacandra): Ānandasāgara (ed.), Cāndrakulīna-́Srīmad-Abhayadevasūri-

・ ・ ・ ・ ・śisya-́Srī-Prasannacandrācāryoktyā Śrī-Sumativācakásisyaih Śrī-Gunacandraganibhir vihitam
・Śrī Mahāvīracaritram. Devacandra Lālabhāī Jainapustakoddhāra Granthānka 75, Bombay:

Devacandra Lālbhāī Jain Pustkoddhāra Fund, 1929.
・ ・SthA： Sthānānga: Muni Jambūvijaya (ed.), Śrī Sthānāngasūtram. 3 Vols., Jaina Āgama Series No. 19 (1,

2, 3), Mumbai: Śrī Mahāvīra Jaina Vidyālaya, 2002-2003.
・

・SthAV： Sthānāngavrtti (Abhayadeva): See SthA.

・TAASBh：Tattvārthāgadhigamasūtrabhāsya (Umāsvāti): See TAAS.

・ ・・ ・T́SPC： Trisasthísalākāpurusacarita (Hemacandra):

・ ・ ・・(a): Kalikālasarvajña-Ācāryásiromani-́Srīmad-Hemacandrasūrī́svara-viracitam Trisastísalākā-

・ ・ ・purusacaritam Mahākāvyam: Dásamam Parva. Mumbai: Śrīmatī Gamgābāī Jaina Charitable
Trust, 1977.

・ ・ ・・(b): Vijayásīlacandrasūri (ed.), Kalikālasarvajña Śrī-Hemacandrācārya-viracitam Trisastísalākā-

・ ・purusacaritamahākāvyam (Dásamam Parva). Ahmedabad: Kalikālasarvajña Śrīhemacandrā-

・ ・ ・ ・cārya Navama Janmásatābdī Smrti Śiksana Samskāranidhi, 2012.
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＊本稿は，平成28年度科学研究費補助金・基盤研究（Ｃ）による研究成果の一部である．

［注］
1 Velankar［1944：306］によれば，グナチャンドラはスマティ・ヴァーチャカ（Sumati Vācaka）の

弟子であり，ヴィクラマ暦1139年に『マハーヴィーラ・チャリトラ』を造った．またグナチャンドラ
は，ジナチャンドラ・スーリの弟子であるプラサンナチャンドラ・スーリの要請によって，この作品
を造ったとされる．

2 Velankar［1944：76］，Wiles［1997：199］によれば，ダルマサーガラ・ガニはタパーガッチャ（Tapā-

・gaccha）に所属し，Vikrama Samvat 1628年（1571ca.）に『キラナーヴァリー』を造ったとされる．

・KSDhV刊本の編者による序文は，Vikrama Samvat1696年（1639ca.）に造られたヴィナヤヴィジャ

・ ・ ・ヤ著『スボーディカー』（Subodhikā：KSVV)には，“vísesārthinā kalpakiranāvalyādayo vilokyāh”
と述べられており，ヴィナヤヴィジャヤがダルマサーガラ注を参照していたことを指摘している．
Dundas［2007：31‐32］によれば，ダルマサーガラは1538年に師ヴィジャヤダーナ・スーリの元で出
家し，1562年にウパーディヤーヤの地位を襲い，1596年に逝去している．タパーガッチャそのものに
ついても，Dundas［2007］を参照されたい．

3 『カルパ・サマルタナ』については，Velankar, Wiles 共に全く言及しない．KSam刊本の編者アーナ
ンダサーガラは，その序文において『カルパ・サマルタナ』の著者は特定できないが，タパーガッチャ

・所属であり，さらにこの作品がVikrama Samvat13世紀から17世紀に造られたと述べている．

（うの ともゆき：日本語・日本文学科 教授）
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